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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

先週レアルは、対円では下落しましたが、対米ドルでは
上昇しました。2年国債金利は上昇しました。

ブラジル中央銀行は5月31日（現地）、政策金利を
1.00％ポイント引き下げ、10.25％とすることを決定しまし
た。利下げの決定は全会一致で行われました。

中央銀行は、景気回復の兆しを示し始めていたブラジ
ル経済にとって、テメル大統領の汚職隠ぺい疑惑に端を
発した政治危機によって生じた不透明感が、主要なリスク
になっていると指摘しています。

また、テメル政権の存続が危ぶまれ、財政再建を含む
構造改革が頓挫するとの懸念が高まるなか、次回以降の
COPOM（金融政策委員会）では、緩和ペースを鈍らせる
用意があると、中央銀行は表明しています。これを受けて
金利は上昇しました。

【2】今週の見通し

今週は、インフレ率などの経済指標が発表されます。イ
ンフレ率の上昇は抑制されることが見込まれています。

6月上旬には年金改革を含む社会保障改革法案の審
議が行われる予定になっています。また、選挙裁判所に
より2014年の大統領選挙が無効であったかの判断が発
表される可能性があります。

一部の与野党の議員が大統領の弾劾を議会に請求し
ているほか、連立政権を組む一部の政党が連立を離脱
する動きがみられます。政局は不透明となっており、今後
の進展を見守る必要があると考えています。

しかし、政府が財政健全化をはじめとした構造改革を
着々と進める場合には、ブラジル経済に対する信認改善
が、景気回復につながり、ブラジル・レアルを下支えする
ことが期待されます。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】

2017年6月5日

（2017年5月5日～2017年6月2日）

（2017年5月5日～2017年6月2日）

【2017年5月27日～2017年6月2日までの推移】
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